
防災部議事録（令和 2年度第十回） 

 

開催日時 20121 年 3 月 14（日）10:00～11:30 

開催場所 町会会館 

出席者    浅田会長、程塚副会長   

大沼誠一、進士英治、持田輝靖 

     大場俊雄、植田 紘、小林里美     以上 7名 

 

はじめに 

  今年度最後の防災部会です。本日の伝達訓練の結果について協議する。浅田

会長、程塚副会長も出席。 

    

協議内容 

 

１ 伝達訓練の実際から 

・ 参加者 66 名、6名～9名で 8つの連絡ライン 

・ 予定通り浅田本部長より 8:30 開始し、代替 9:00 には班長まで折り返

し報告終了。遅い組で 10:16 班長に最終報告。 

・ 連絡不可者 1名、連絡不可で飛ばしたが後から連絡１名 

・ 予定したものであり順調に伝達できた。今後は抜き打ちでの伝達も必

要だろう。 

・ メッセージを書いてあるのでメモを取らない、きちんと伝えないこと

もあった。 

・ 何か防災のメッセージを加えることも考えたい。 

・ 来年度以降は、自主防災はルールを決めて実施する 

・ 連絡網は各部の連絡網を利用した方がスムーズ 

今回は役員名簿の記載順に作成 

・ 伝達の目的の一つとして災害情報の町会員への連絡であるが 

支部長から組長へ、組長から各会員へはどうするのかが大きな課題。 

 

２ 「火の用心」のぼり旗６本の設置について 

・緑が丘霊園で枯草等に火災が頻繁に発生。2/9～3/4 で 11 件 

・消防からは霊園と通じる道に設置をとのことだが、きちんと管理できる

場所が良い 

・期間は３月末まで 



    3/14、会議終了後設置した 

程塚宅付近、赤城神社付近、農住公園他 

 

 ３ 令和２年度防災部の反省から 

   ・コロナ禍の中で出来る限り活動を続けた。 

   ・ホームページや掲示板、回覧板を利用して情報提供を続けた。 

   ・防災倉庫が第４公園に設置される。備品等の中身の検討を行う。 

   ・町会員の声をいかに拾って活動につなげるか。 

   ・月１回の部会を基本にしていく。 

   ・会長より報告 

「市の防災関係規定等が変更になり、購入品補助金対象も変わり水や

非常食も対象になるようだ。」 

                               以上 

   

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               


